
（１） ２０２４年（令和６年）４月１日 第３７号  

  

 

三
月
八
日
に
理
事
会
・
評
議
員
会
を

開
催
し
、
令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
を
審
議
す
る
と
と
も
に
、
財

団
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

   

 

a   

 

   

   

  

  

 

令
和
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
は
、
三
月
八
日
開
催
の
理
事
会
の
決

議
を
経
て
、
同
日
引
き
続
き
開
催
さ
れ

た
評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

 

一 

助
成
事
業 

  

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    

展
に
寄
与
し
、
か
つ
、
当
該
学
校
の
独
自

性
や
特
性
を
持
つ
事
業 

② 

社
会
教
育
・ 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

③ 

地
域
文
化
・ 

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
東
地
区
五

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す

る
事
業 

  ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

② 

社
会
教
育
・ 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
活
動
を
行

う
社
会
教
育
団
体
や
生
涯
学
習
団
体 

③ 
地
域
文
化
・ 

ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 

地
域
文
化
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行 

う
団
体 

 

     

  

 

    

 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

幼
稚
園 

一
園
に
つ
き 二

〇
万
円
限
度 

小
学
校 

一
校
に
つ
き 三

〇
万
円
限
度 

中
学
校 

一
校
に
つ
き 四

〇
万
円
限
度 

② 

社
会
教
育
事
業
助
成 

 

一
団
体
一
事
業 

一
〇
団
体
ま
で 

一
事
業
二
五
～
四
〇
万
円
の
範
囲
内 

③ 

生
涯
学
習
事
業
助
成 

一
団
体
一
事
業 

八
団
体
ま
で 

一
事
業
一
〇
万
円
限
度 

④ 

地
域
文
化
事
業
助
成 

二
〇
事
業
程
度 

一
事
業
一
五
万
円
限
度 

⑤ 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

一
地
域
四
〇
万
円
限
度 

 

 

 
               

収
支
予
算
の
概
要
】 

（
理
事
会
会
議
風
景
） 
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助
成
対
象
団
体 

【
令
和
六
年
度 

 

助
成
対
象
事
業 

令
和
六
年
度
事
業
計
画 

 理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
ま
し
た 

事
業
計
画
及
び 



 
  

① 

基
本
財
産
運
用
益
減
収
対
策
積 

立
資
金
（
令
和
二
年
度
設
定
） 

令
和
六
年
度
に
見
込
ま
れ
る
収
支
不

足
額
一
、
九
六
〇
、
〇
〇
〇
円
を
取
り

崩
し
ま
す
。 

② 

財
団
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事 

業
積
立
資
金
（
令
和
四
年
度
設

定
） 東

教
育
財
団
設
立
一
〇
〇
周
年
記
念

事
業
の
う
ち
公
益
目
的
事
業
と
し
て
実

施
す
る
講
演
会
の
開
催
費
用
四
五
〇
、

〇
〇
〇
円
を
取
り
崩
し
ま
す
。 

三  

広

報

啓

発

事

業 

① 

「
東
教
育
財
団
だ
よ
り
」の
発
行 

財
団
の
事
業
と
大
阪
の
文
化
・
歴
史

を
紹
介
す
る
季
刊
誌
を
年
四
回
発
行
し

ま
す
。 

② 

「
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
の 

情
報
開
示 

 

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
財

団
の
事
業
及
び
財
務
に
つ
い
て
情
報
開

示
を
行
い
ま
す
。 

              

 

 ① 

東
教
育
財
団
設
立
一
〇
〇
周
年 

 

記
念
事
業
の
実
施 

記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
の
開
催
や
記

念
誌
等
の
発
行
な
ど
財
団
設
立
一
〇
〇

周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

    

  

 

 

 
 

 

    

 

  

                   

     

             
 

        
 

 

 

 

 

収
入
（
経
常
収
益
）
は
、
前
年
度
と

同
額
の
三
二
、
二
九
五
、
〇
〇
〇
円
を

計
上
し
ま
し
た
。 

 

費
用
（
経
常
費
用
）
は
、
財
団
設
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
を
実
施
す
る
た

め
の
費
用
を
新
た
に
計
上
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
二
、
五
一
八
、

〇
〇
〇
円
の
増
の
三
四
、
七
〇
五
、
〇

〇
〇
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

◎ 

収  

入
（
経
常
収
益
）
計 

三
二
、
二
九
五
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
と
同
額
） 

◎ 

費 

用
（
経
常
費
用
）
計 

三
四
、
七
〇
五
、
〇
〇
〇
円 

（
前
年
度
比 

二
、
五
一
八
、
〇
〇
〇
円
の
増
） 

（
内 

訳
） 

【
事
業
費
計
】 

二
四
、
四
九
七
、
〇
〇
〇
円 

・
支
払
助
成
金 一

三
、
五
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

・
そ 

の 

他 
 一

〇
、
九
四
七
、
〇
〇
〇
円 

 

 

 

    

 
【
管
理
費
計
】 

一
〇
、
二
〇
八
、
〇
〇
〇
円 

◎  

差  

引
（
当
期
経
常
増
減
） 

 

△
二
、
四
一
〇
、
〇
〇
〇
円
（
※
） 

※ 

収
支
相
償
に
つ
い
て 

収
支
相
償
の
判
定
に
あ
た
っ
て
は
、

特
定
費
用
準
備
資
金
取
崩
額
は
「
収

入
」
と
さ
れ
る
の
で
、
当
期
経
常
増
減

額
△
二
、
四
一
〇
、
〇
〇
〇
円
に
財
団

設
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
積
立
資

金
取
崩
額
四
五
〇
、
〇
〇
〇
円
及
び
基

本
財
産
運
用
益
減
収
対
策
積
立
資
金

一
、
九
六
〇
、
〇
〇
〇
円
を
加
え
る
と
、

差
し
引
き
〇
円
と
な
り
、
予
算
上
は
収

支
相
償
と
な
る
見
込
み
で
す
。 

    

 

東
教
育
財
団
は
、
大
正
一
四
（
一
九

二
五
）
年
三
月
、
旧
民
法
第
三
四
条
の

規
定
に
基
づ
く
財
団
法
人
と
し
て
設

立
さ
れ
、
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
に

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

                 

 

 

（
評
議
員
会
会
議
風
景
） 

四  

そ

の

他 

令
和
六
年
度
収
支
予
算 

積
立
金
事
業 

準
備
資
金 
二 

特
定
費
用 
（２） 



  
 

（３）  
 

東
教
育
財
団
は
、
こ
の
設
立
一
〇
〇

周
年
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
財
団
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ

れ
か
ら
の
飛
躍
と
発
展
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
、
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会
の

開
催
や
記
念
誌
等
の
発
行
な
ど
財
団
設

立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
十
月
に

は
、
理
事
長
及
び
地
域
代
表
の
理
事
五

名
で
構
成
さ
れ
る
「
東
教
育
財
団
設
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」

を
設
置
し
、
記
念
事
業
の
具
体
化
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

       
  

  

  

   

国
は
、
令
和
四
年
か
ら
公
益
認
定
の

基
準
を
始
め
現
行
の
公
益
法
人
制
度
の

在
り
方
を
見
直
し
、
制
度
改
正
及
び
運

用
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
お
り
、
こ
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

「
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人

の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
」
が
三
月
五
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

（
一
）
財
務
規
律
の
柔
軟
化
・
明
確
化 

・
収
支
相
償
原
則
を
見
直
し
、
中
期 

的
期
間
で
収
支
の
均
衡
を
図
る
趣

旨
を
明
確
化 

・
将
来
の
公
益
目
的
事
業
を
充
実
さ 

せ
る
た
め
の
資
金
を
規
定
（
積
立 

て
は
費
用
と
み
な
す
。） 

 

・「
遊
休
財
産
」
の
名
称
を
「
使
途
不 

特
定
財
産
」
に
変
更 

・
公
益
目
的
事
業
継
続
予
備
財
産( 

災
害
等
の
予
見
し
難
い
事
由
に
対 

応
し
、
公
益
目
的
事
業
を
継
続
す 

る
た
め
に
必
要
と
な
る
公
益
目
的 

    

  
 

 

     

  

事
業
財
産
）
を
そ
の
保
有
制
限
の 

算
定
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
と
も 

に
、
同
財
産
の
保
有
に
つ
い
て
理

由
の
公
表
を
義
務
付
け 

（
二
）
行
政
手
続
の
簡
素
化
・
合
理
化 

 

・
収
益
事
業
等
の
内
容
の
変
更
に
つ 

い
て
、
認
定
事
項
か
ら
届
出
事
項 

に
見
直
し 

（
三
）
自
律
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
、 

 
 

透
明
性
の
向
上 

 

・
わ
か
り
や
す
い
財
務
情
報
開
示
の 

た
め
、
公
益
法
人
に
三
区
分
経
理 

（
公
益
目
的
事
業
、
収
益
事
業
等
、 

法
人
運
営
）
を
原
則
義
務
付
け 

・
公
益
認
定
の
基
準
と
し
て
、
①
理 

 
 

事
・
監
事
間
の
特
別
利
害
関
係
の 

排
除
及
び
②
外
部
理
事
・
監
事
の 

導
入
を
追
加
。
併
せ
て
、
公
益
法 

人
は
、
事
業
報
告
に
、
適
正
な
運 

営
の
確
保
の
た
め
必
要
な
事
項
を 

記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

・
公
益
法
人
の
責
務
と
し
て
、
ガ
バ 

ナ
ン
ス
の
充
実
や
透
明
性
の
向
上 

を
図
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
旨
を 

規
定 

施
行
期
日
：
公
布
後
一
年
以
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
日
（
令
和
七
年
四

月
予
定
） 

 

 

                  

 
 

            

〇 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

南
大
江
地
域
「
地
域
文
化
祭
」 

  

 
 

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
十
二
月 

  
            

   

           

 

  

     

財
団
事
務
所
に
は
、
財
団
の
評
議
員
、

役
員
等
関
係
者
並
び
に
関
係
団
体
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
図
書
等

を
保
管
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
延
べ
七

七
〇
冊
余
り
を
数
え
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、財
団
設
立
に
密
接
に
関
わ
っ
た
「
東

区
法
円
阪
町
外
一
五
七
箇
町
区
会
（
東

財
産
区
会
）」
の
区
会
史
「
東
区
会
史
」

な
ど
、
戦
前
に
発
行
さ
れ
た
も
の
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

（
主
な
も
の
） 

〇 

中
央
区
内
の
幼
稚
園
・
学
校
の
周

年
記
念
誌
、
閉
校
記
念
誌
、
学
校
要

覧
等 

〇 

中
央
区
に
関
す
る
図
書
等 

〇 

大
阪
市
政
等
に
関
す
る
図
書
等 

〇 

大
阪
市
の
区
史
、
大
阪
市
史
、
大

阪
府
史 

 

〇 

社
史
・
団
体
史
等 

〇 

人
物
伝
・
日
記 

〇 

句
集
・
詩
集
・
随
筆
等 

〇 

美
術
品
集
・
写
真
集
・
展
覧
会
図 

録
等 

                 

（
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
会
議
風
景
） 



                             

  （４） 

 

    

淀
屋
橋
の
南
詰
、
御
堂
筋
を
挟
ん
で
東

西
は
現
在
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
万
博
に

向
け
て
高
層
ツ
イ
ン
ビ
ル
の
建
設
が
進
ん
で

い
る
。
こ
こ
は
そ
の
昔
、
江
戸
時
代
の
豪
商

「
淀
屋
」の
屋
敷
跡
で
あ
り
、
“い
ろ
は
”四
十

八
蔵
が
建
ち
並
ん
で
い
た
と
言
わ
れ
る
処

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
阪
神
甲
子
園
球
場
の
グ

ラ
ン
ド
を
そ
の
ま
ま
一
個
分
を
持
っ
て
来
た

広
さ
だ
っ
た
と
言
う
。
そ
の
広
さ
は
想
像

を
絶
す
る
。
そ
の
屋
敷
裏
に
あ
っ
た
“淀
屋

小
路
”と
云
う
小
さ
な
路
地
も
こ
の
ビ
ル
の

中
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
と
の
話
し
合
い
で
こ
の
ビ
ル
の
一
階

に
そ
の
痕
跡
を
残
し
文
化
遺
産
と
し
て
継

承
す
る
と
言
う
事
な
の
で
果
し
て
ど
ん
な

“淀
屋
小
路
”が
甦
る
か
楽
し
み
で
あ
る
。 

     

 

   

 
淀
屋
屋
敷
の
庭
先
で
始
ま
っ
た
“淀
屋
米

市
”の
帳
合
米
取
引
は
、
そ
の
後
、
幕
府
公

許
の
堂
島
米
会
所
と
繋
が
り
現
在
の
シ
カ

ゴ
商
品
取
引
所
（Ｃ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
）の
先
物
市
場
や

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ(

金
融
派
生
商
品)

市
場
の

主
力
を
占
め
る
Ｃ
Ｍ
Ｅ
（シ
カ
ゴ
・マ
ー
カ
ン

タ
イ
ル
取
引
所
）な
ど
の
市
場
の
手
本
と
な

り
先
駆
け
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

話
は
変
わ
る
が
、
淀
屋
橋
は
、
そ
の
米
取

引
の
た
め
中
之
島
と
往
来
す
る
街
橋
で
あ

っ
た
。 

 
 

        

 

淀
屋
は
こ
の
帳
合
米
取
引
の
オ
ー
ナ
ー

と
し
て
莫
大
な
収
益
を
上
げ
、
日
本
一
の

豪
商
への
道
を
突
き
進
み
“我
が
世
の
春
”

の
時
を
迎
え
る
。
元
々
淀
屋
は
初
代
常
安

の
時
代
に
小
さ
な
中
州
で
あ
っ
た
中
之
島

の
開
拓
・造
成
を
完
成
さ
せ
、
天
下
の
台
所

の
基
礎
と
な
る
多
く
の
藩
の
藏
屋
敷
を
呼

び
込
む
。
淀
屋
米
市
は
元
よ
り
、
青
物
市 

                             

   

 場
（天
満
）・海
産
物
市
場
（永
代
濱
）の
設

立
、
銀
座
設
立
（当
時
の
大
坂
は
銀
本
位

制
）等
に
参
画
し
経
済
振
興
に
尽
力
、
神
社

仏
閣
への
膨
大
な
寄
進
、
文
化
人
（小
堀
遠

州
な
ど
）への
多
大
の
支
援
と
貢
献
、
ま
た

大
坂
惣
年
寄
と
し
て
行
政
に
も
参
加
、
大

坂
の
み
な
ら
ず
、
関
西
圏
の
経
済
・文
化
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
３
０
０
年
以

上
も
前
に
、
現
在
に
も
勝
る
“富
め
る
者
の

奉
仕
の
精
神
”に
溢
れ
た
淀
屋
の
行
動
は
賞

賛
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

        

金
満
の
淀
屋
は
、
財
政
逼
迫
に
喘
ぐ
諸

藩
に
“大
名
貸
し
”と
言
わ
れ
る
貸
付
金
を

始
め
そ
の
総
額
は
銀
一
億
貫
目
（現
在
の
貨

幣
価
値
に
し
て
約
１
０
０
兆
円
＝
現
在
の
国

家
予
算
水
準
）を
超
え
た
と
言
う
。
こ
れ
に

よ
り
各
大
名
は
淀
屋
に
頭
が
上
が
ら
な
く

な
り
、
“士
農
工
商
”の
身
分
制
度
の
根
幹

が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
事
態
は
、
時
の
将
軍
・

綱
吉
、
老
中
・柳
沢
吉
保
ら
の
頭
を
悩
ま
す

事
と
な
る
。 

 
 

 
  

                     

 

   

           

 

   

 

 
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
淀
屋
の
実
質
的
当

主
で
あ
る
“
妙
恵
”(

三
代
目
亡
箇
斎
の
妻)

は
、
息
子
（重
當
）の
嫁
に
大
坂
京
橋
口
城
番

(

城
代
に
次
ぐ
№
２)

の
米
津
出
羽
守
田
盛
の

娘
を
娶
り
、
旗
本
と
姻
戚
関
係
と
な
り
家

(

淀
屋)

の
格
式
を
上
げ
る
と
共
に
様
々
な
情

報
収
集
と
政
治
工
作
を
行
う
。
当
時
幕
府

も
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
が
貨
幣
改
鋳
と
い

う
苦
肉
の
策
に
走
る
な
ど
、
財
政
状
況
は
切

羽
詰
ま
っ
て
お
り
幕
府
・諸
藩
と
も
苦
し
い

台
所
事
情
に
あ
り
平
民
に
は
“質
素
倹
約
”

を
求
め
、
“栄
耀
栄
華
”を
極
め
る
淀
屋
と
は

真
逆
な
状
況
に
あ
っ
た
。 

四
代
目
重
當
は
幕
府
の
怪
し
げ
な
思
惑

を
察
知
し
、
番
頭
の
牧
田
仁
右
衛
門
に
伯
耆

の
国
（今
の
鳥
取
県
西
部
）倉
吉
に
暖
簾
分
け

し
“牧
田
（倉
吉
）淀
屋
”を
出
す
。
そ
の
後
も

淀
屋
の
栄
華
は
続
き
、
贅
沢
三
昧
の
極
み
は

「
淀
屋
の
夏
座
敷
」と
し
て
天
井
に
ビ
ー
ド
ロ

（ガ
ラ
ス
）を
敷
き
詰
め
金
魚
を
泳
が
す
様
は

あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。  

 
 

（つ
づ
く
） 

              

  

 

ち
ょ
う
あ
い
ま
い 

架橋当時の淀屋橋 

ま
ち
ば
し 

（前
話
） 

 

淀屋の夏座敷 

ま
き
た 

じ
ん 

え 

も 

ん 

（「淀屋形金鶏新話」より） 

堂島米会所 
じ
ょ
う
あ
ん 

大
江 

昭
夫 

 
会

長 

み
ょ
う
け
い 

こ

さ
い 

じ
ゅ
う
と
う 

き
ょ
う
ば
し
ぐ
ち 

よ
ね
き
つ 

で 

わ 
 

か
み 

た
だ
も
り 

 

淀 屋 の 碑 

淀
屋
研
究
会 


